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電子“ gyro-loss”効果を用いた月周辺プラズマ環境の研究
Study of lunar plasma environment using gyro-loss effect on electron velocity distribu-
tions
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月は全球的な固有磁場や厚い大気を持たないため、荷電粒子と固体表面の相互作用を研究するのに理想的な環境を持っ
ている。しかるに、一見単純に思われる月周辺の電磁気的環境は、実は非常に複雑である。われわれは、過去の研究にお
いて、かぐや衛星によって観測されたデータと、粒子の軌道計算によって導出された結果を比較することにより、電子速
度分布関数上に現れる“gyro-loss”効果を発見した。“Gyro-loss”効果とは、磁場が月面とほぼ平行な時に、磁力線の周り
を旋回運動する荷電粒子が月面に衝突し、吸収される効果を指し、それによって、速度分布関数に空洞領域が出現する。
地球磁気圏および太陽風両者の領域において、“gyro-loss”効果を示す電子速度分布関数が観測され、さらに、“gyro-loss”
効果は磁場に垂直な電場や、月面帯電現象、月面磁気異常帯によって影響を受けることがわかった。今回は、月が地球
磁気圏内にいて、かぐや衛星が磁気異常帯の影響が少ないと考えられる地域を通過している際に取得されたデータを用
いて、月周辺に存在する磁場に垂直な電場および月面静電ポテンシャルの推定を行う。さらに、多数の電子”gyro-loss”
イベントを統計的に調べることによって得られた、地球磁気圏プラズマと月面の相互作用の特性について報告を行う。
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